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1. インストール 

 

Flasher-ARM 本体をパソコンに USB 経由で接続する前に、SEGGER 社の WEB ページ（以下の URL）から最新版の

J-Flash ツールプログラムをダウンロードしてパソコンにインストールしてください。 

 

https://www.segger.com/downloads/flasher 

 

 

ダウンロードページのご使用条件をご確認いただいてから J-Link プログラムをダウンロードしてください。 
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プログラムインストール後、以下のように「SEGGER\JLinkARM_Vxyz」フォルダ下に J-Link プログラム 

ツール、マニュアルドキュメント及び各種サンプルプロジェクトがロードされます。 

デフォルトインストールフォルダ：「C:\Program Files (x86)\SEGGER\JLinkARM_Vxyz」 

 
<SEGGER\JLinkARM_Vxyz> 
 │ 
 ├ Doc  ……………………………… ユーザー・マニュアル（英語版） 
 │  ├ Manuals 
 │  └ ReleaseNotes 
 │ 
 ├ ETC  
 ├ Samples ……………………………… 直ぐに使用可能なサンプルプロジェクト 
 │  ├ DCC 
 │  ├ GDB 
 │  ├ JFlash 
 │  │  └ ProjectFiles 
 │  │      ├ AnalogDevices 
 │  │      ├ Freescale ……………… Freescale デバイスマイコンのサンプルプロジェクト 
 │  │      ├ NXP 
 │  │      ├ Fujitsu 
 │  │      ├  …… 
 │  │      └ Toshiba ……………… Toshiba デバイスマイコンのサンプルプロジェクト 
 │  ├ JFlashSPI 
 │  │  └ ProjectFiles 
 │  ├ JLink 
 │  ├ RDI 
 │  └ RTT 
 │ 
 ├ USBDriver  
 │ 
  ├ JFlashARM.exe ………………………… J-Flash ツールプログラム 
  ├ JLink.exe  ……………………………… J-Link コマンダーツールプログラム 
  ├ JMem.exe  ……………………………… メモリビュープログラム 
  ├ *.exe  ……………………………… その他のプログラム 
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2. 新規プロジェクト作成方法 

 

「J-Flash」ツールを起動してプロジェクトを作成します 

Flasher 本体をパソコンに接続してパソコンのスタートメニューから「J-Flash」プログラムを起動します。 

 

 
 

 

 
 

新規プロジェクトを作成します。 

 

 

１ 

2 3 
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4 

デバイス設定 

ダイログを開きます 

5 

6 

デバイスメーカー 

を選択 

デバイス名 

を選択 

7 

8 
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「File」→「Save project」又は「Save project as..」メニューコマンドでプロジェクトを保存します。 

 

 
 

 

  

9 
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プロジェクト名 

を指定 

10 
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プロジェクトの設定を行います 

J-Flash ツールの「Options」→「Project Settings..」メニューコマンドでプロジェクト設定ダイログウを開

きます。 

 

 
 

 
 

ターゲットボードのハードウエア仕様を確認して、JTAG・SWD インターフェースモードを選択します。 

クロック設定を指定します。 

 

 
 

1 

複数 J-Link/Flasher

の場合は SN 番号で 

本体を指定します 

2 

SWD 又は JTAG を

選択します 
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基本的に、内蔵フラッシュの書き込みの場合は不要ですが、必要でしたら外部バスの初期化及びクロック設定等

の初期化処理を「Init Steps」項目コマンドで設定します。 

 

 
 

 

JTAG の場合は 

スキャンチェーンの

設定も必要 

3 

5 

必要の場合はターゲット 

依存分の初期化設定を行い

ます 

4 
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Reset モード設定について： 

 

 
 

 
 

Cortex-M デバイス用 

Reset Type 説明 

0 
Normal（デフォルト）：マイコンデバイス種類により DLL 側で自動判断、通常 JTAG/SWD ソフト

ウエアコマンドでリセットを行います。 

1 Core：JTAG/SWD ソフトウエアコマンドで Cortex-M コアのみリセット 

2 
ResetPin：15Pinの RESET信号からハードウエアリセットをかけてマイコンデバイスのJTAG/SWD

ポートに接続します。 

3 
Connect under Reset：15Pin の RESET 信号からのハードウエアリセット中にマイコンデバイス

の JTAG/SWD ポートに接続します。 

4 
Reset core & peripherals, halt after bootloader：リセット後に内蔵ブートローダーROM を

起動されるマイコンデバイス用、ブートローダー実行後に CPU を停止します。 

5 
Reset core & peripherals, halt before bootloader：リセット後に内蔵ブートローダーROM

を起動されるマイコンデバイス用、ブートローダー実行前に CPU を停止します。 

6 Reset for Freescale Kinetis devices 

7 Reset for Analog Devices CPUs (ADI Halt after kernel) 

8 Reset core and peripherals 

9 Reset for LPC1200 devices 

10 Reset for Samsung S3FN60D devices 

 

 

 

HW リセットタイプ 
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「File」→「Save project」メニューコマンドでプロジェクトを保存します。 

 

 

  

8 

ターゲットに電源を

共有する設定 

AUTO コマンド 

内容の設定 

6 

7 
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3. パソコン経由でフラッシュ書き込み 

Flasher 本体をパソコンに接続してパソコンのスタートメニューから「J-Flash」プログラムを起動します。 

 

「File→Open data file」コマンドでアプリケーション・データファイル（*.mot、*.srec、*.hex、*.bin、*.raw）

を開きます。 

 

 
 

バイナリデータファイルの場合は、ダイアログボックスからベースアドレスを設定します。 

例えば、内蔵フラッシュのベースアドレスが「0x18000000」の場合は、ダイアログボックスに「18000000」を入

力します。emPower 評価ボードのマイコンの内蔵フラッシュベースアドレスは「0x00000000」です。 
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ターゲットボードに電源を入れて、J-Flash プロジェクトの「Target→Connect」コマンドでボード側の CPU と

の接続を確認します。 

 

 
 

■ NOTE 
JTAG/SWD 接続が正しく出来ない場合の原因： 
• ターゲットインターフェースモードの設定（JTAG？SWD？FINE 等） 
• インターフェースクロック設定が高すぎる（4000kHz 以下の設定値でお試しください） 
• ターゲットボード依存分の初期化設定が不十分（J-Flash プロジェクトの「Init steps」項目に必要な初

期化を設定してください） 

 

ターゲットメニューから「Target → Manual Programming」コマンドで、「Erase sectors、Program、Verify」

コマンドを順番に行います。 
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マニュアルコマンド： 

 

コマンド 説明 

Connect JTAG 経由でターゲットのマイコンに接続します。プロジェクト設定のターゲ

ット I/F モードにて接続及び初期化を行います。 

Disconnect ターゲットの JTAG 接続を解除します。 

Check blank ターゲットのフラッシュデバイスのブランクチェックを行います。 

Erase sectors プロジェクト設定で選択されている全てのセクターをイレーズ（0xFF デー

タ）します。 

Erase chip フラッシュデバイスの全てのデータをイレーズします。 

Program データイメージをターゲット上のフラッシュメモリに書き込みます。 

Program & Verify データイメージをターゲット上のフラッシュメモリに書き込んでデータ内容

を比較（ベリファイ）します。 

Verify データファイルとフラッシュデバイスのデータをベリファイします。 

Read back > フラッシュデバイスのメモリデータを読み出して、新しいデータファイルと

して保存します。“Selected sectors”コマンドでデータを読み出す場合は、

プロジェクト設定で選択されたセクターのデータを読み出します。 

“Entire chip”コマンドの場合は、全てのセクターのデータを読み出します。 

“Range...”コマンドの場合は、ユーザー指定のフラッシュメモリ空間のデ

ータを読み出してファイルとして保存します。 
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ターゲットメニューから「Target → Production Programming」コマンドを実行しますと、「Connect→Erase→

Program→Verify」コマンドが順番に実行されます。 
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4. スタンドアロンモードでのフラッシュ書き込み 

Flasher 本体をパソコンに接続してパソコンのスタートメニューから「J-Flash」プログラムを起動します。 

 

「File→Open data file」コマンドでアプリケーション・データファイル（*.mot、*.srec、*.hex、*.bin、*.raw）

を開きます。 

 

 
 

バイナリデータファイルの場合は、ダイアログボックスからベースアドレスを設定します。 

例えば、内蔵フラッシュのベースアドレスは「0x18000000」の場合は、ダイアログボックスに「18000000」を入

力します。emPower 評価ボードのマイコンのフラッシュアドレスは「0x00000000」です。 
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J-Flash メニュー「File→Download config & data file to Flasher」コマンドで、プロジェクトのコンフィグ

レーション設定ファイル（*.CFG）及びデータファイル（*.DAT）を Flasher-ARM 本体にダウンロードします。

Flasher-ARM 本体のフラッシュ ROM に「FLASHER.CFG と FLASHER.DAT」ファイル及びデバイス関連の PCode（PEX

ファイル）等必要なデータがロードされます。 

 

 
 

 
 
■ NOTE 

 J-Flash プロジェクトに JTAG 及び MCU 設定を自動モードに設定された場合は、「File→Download config & 

data file to Flasher」コマンドがエラーで終了してしまいます。Flasher-ARM 本体をスタンドアロンモー

ドに設定するために、J-Flash プロジェクト設定ダイログの JTAG 及び MCU 設定をマニュアルモードで設定

してください。 

 「Automatically detect flash memory」オプションを有効に設定した場合は、Flasher-ARM 本体がターゲ

ットボードのフラッシュの CFI テーブル情報を読み出しますので、ターゲットに電源を入れてから

「File→Download config & data file to Flasher」コマンドを実行してください。 

 

スタンドアロンモード設定の前に J-Flash ツールからのターゲット接続及び「Production Programming」
コマンドでフラッシュ書き込みを必ず確認してください。 
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J-Flash プログラムとの接続を終了して Flasher-ARM 本体をスタンドアロン・モード（パソコン接続不要）で起

動します。ターゲットボードに電源を入れて（Flasher-ARM 本体からボードに電源を供給しない場合）、本体の

PROG/START ボタンを押してターゲットフラッシュの書き込み及びデータ確認を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご注意点： 

一部のデバイスにスタンドアロンモード操作がサポートされていないので、ご了承ください。 

デバイス対応状況は以下の URL をご参照ください。 

https://www.segger.com/jlink_supported_devices.html?#sel 

 

スタンドアロンモードの操作ステータスは本体上の LED 表示で現れます。 

 

State LED 表示 ステータス内容 

#0 緑色 LED：点滅なし（ON） スタンドアロンモードでのスタートイベントを待っている状態です。 

#1 
緑色 LED： 

遅い点滅 

ターゲットボードのフラッシュの読み書き操作を実行中です。 

Erase：点滅速度は 6.25Hz ぐらい 

Program：点滅速度は 1.67Hz ぐらい 

Verify：点滅速度は 5Hz ぐらい 

#2 
緑色 LED：点滅なし（ON） 

赤色 LED：OFF 又は ON 

赤色 LED OFF：フラッシュ書き込みが正常に終了した状態を示します。 

赤色 LED ON：フラッシュ書き込みがエラーで終了した状態を示しま

す。自動的に State#0 に入りますが、State#1 に入るまで赤色 LED は

消えません。 

 

  

https://www.segger.com/jlink_supported_devices.html?#sel
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ASCII コマンド・モード 

Flasher ARM をスタンドアロンモードに設定し、Flasher-ARM 本体の RS232 コネクタをシリアルケーブルで接続

して、パソコンのシリアルポートコンソールからフラッシュ書き込み等の遠隔操作が可能です。 

パソコン側に RS232 ターミナル（TeraTerm 等）ソフトウエアを開きます。 

• Baudrate： 9600bps 

• 8 data bits 

• No Parity 

• 1 Stop bit 

 

 
 

遠隔操作コマンドのメッセージフォーマット 

• ASCII コマンド文字列は「#」で始まります。 

• ASCII コマンド文字列は「‘\r’」で終了します。 

• ASCII コマンドは、大文字又は小文字が可能です。 

 

 Flasher コマンド 

 

#AUTO #AUTO PATCH #AUTO NOINFO 

#BAUDRATE<Baudrate> #CANCEL #ERASE 

#PROGRAM #RESULT #SELECT <Filename> 

#START #STATUS #VERIFY 
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 「#AUTO」コマンド 

 

本 ASCII コマンドで J-Flash プロジェクトの「Production」タブページでの設定の通りに「Production 

Programming」コマンド処理（ERASE→書き込み→ベリファイ）を実行します。 

 

• コマンドレスポンス回答： 

#OK 正常終了 

通常は、以下のようなメッセージが表示されます。 

 

#ACK 

#STATUS:INITIALIZING 

#STATUS:CONNECTING 

#STATUS:UNLOCKING 

#STATUS:ERASING 

#STATUS:PROGRAMMING 

#STATUS:VERIFYING 

#OK (Total 13.993s, Erase 0.483s, Prog 9.183s, Verify 2.514s) 

 

#ERRxxx コマンド操作がエラーで終了しました。エラーコードは「xxx」で表示されます。 

 

 

 #START 

 

本 ASCII コマンドでターゲットフラッシュのアプリケーションを起動します。 

 

• コマンドレスポンス回答： 

#OK 正常終了 

通常は、以下のようなメッセージが表示されます。 

 

#ACK 

#STATUS:INITIALIZING 

#STATUS:CONNECTING 

#OK (Total 1.148s) 

 

#ERRxxx コマンド操作がエラーで終了しました。エラーコードは「xxx」で表示されます。 

 

 

 

 #STATUS 

 

本 ASCII コマンドで Flasher-ARM の現在のステータスを取得します。 

 

• コマンドレスポンス回答： 

現在のステータスが表示されます。 
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5. データ Verify モードの設定 

ベリファイ処理はアプリケーションイメージデータ（スタンドアロンモードの場合は Flasher ARM 本体に保存さ

れているデータ）とフラッシュに書き込みましたデータを比較します。 

比較方法は以下の 2 種類をサポートします。 

 チェックサム（CRC）で確認 

 データバイト毎に比較 

 

CRC チェックサム方法について以下 URL の情報をご参照ください。 

https://wiki.segger.com/CRC_calculation 

 

比較方法の選択は J-Flash プロジェクト→Performance タブ下の「Perform Verify」項目の設定値で指定可能で

す。 

「via CRC」→       チェックサム（CRC）で確認 

「via readback」→  各データバイトを比較 

 

  
 

ベリファイ処理の時に使用するチェックサムは、イメージファイル全領域の CRC ではなく、フラッシュに書き込

むデータ分だけの CRC 計算になります。 

J-Flash の V6.xx の CRC 計算式と V5.xx 及び V4.xx の CRC 計算式が異なっております。 

 

 

 

 

  

https://wiki.segger.com/CRC_calculation
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6. MSD モードで接続 

Flasher-ARM 本体を USB ディスク（Mass Storage Device）としてパソコンに接続するモードを、MSD 

モードといいます。Flasher-ARM 本体のスタートボタンを押した状態でパソコンに USB 接続をした場合は、

Flasher-ARM 本体は MSD モードで起動します。 

MSD モードで接続した場合は、Flasher-ARM 本体の内蔵フラッシュのファイルデータのコピー、削除等の操作が

パソコンから自由に出来ます。J-Flash プロジェクトで作成したコンフィグレーションファイル（FLASHER.CFG）

とイメージデータファイル（FLASHER.DAT）を MSD モードで Flasher-ARM 本体にコピーすることが可能です。 

 

 
 

 
 

 
 

 

Flasher-ARM 本体のファイルシステムでは 8.3 式（12345678.123）が使用されており、ファイル名の最大文字数

が「8」となっております。Long ファイル名はサポートしておりませんので注意してください。 
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7. 複数イメージファイルのロード及び書き込み設定 

複数プログラムイメージを Flasher 本体（合計サイズ 120MB 以内）に登録することで、簡単に、ターゲットのバ

ージョンにマッチするプログラムのロード、又は異なる複数ターゲットのプログラムダウンロードに対応出来ま

す。 

毎回パソコン側の J-Flash ツールからプログラムをダウンロードする必要がなく、シリアルコンソールからダウ

ンロードするプログラムを選択して実行します。一度選択したプログラムファイル名は本体に登録されるので、

プログラムを変更しない限り毎回コンソールから選択コマンドを行う必要がありません。 

 

以下、1 つの Flasher-ARM 本体での複数イメージファイルの取り扱い手順を説明します。 

① J-Flash プログラムの「File→Save flasher config file...」及び「File→Save flasher datafile...」 

メニューコマンドにて複数プロジェクトの CFG＋DAT ファイル（例：ファームウエア 1：FLASHER1.CFG・

FLASHER1.DAT、ファームウエア 2：FLASHER2.CFG・FLASHER2.DAT…）をローカルフォルダに用意します。注

意点：Flasher-ARM 本体のファイルシステムでは 8.3 式（12345678.123）が使用されており、ファイル名の

最大文字数が「8」となっております。 

② Flasher-ARM本体をMSDモードでパソコンに接続して、CFG及びDATファイル（FLASHER1.CFG・FLASHER1.DAT、

FLASHER2.CFG・FLASHER2.DAT…）を Flasher-ARM 本体ディスクにコピーします。 

③ ターゲットボードのフラッシュに書き込むイメージセット（ファームウエア 1、ファームウエア 2…）を以

下の方法で選択します。 

A) MSD モードで Flasher-ARM 本体のディスク上の「FLASHER.INI」ファイルを編集してデフォルトプロジェク

トファイル名を指定します。「FLASHER.INI」ファイルが存在しない場合は以下の内容でファイルを作成して

ください。 

• FLASHER.INI ファイル（ファームウエア 1 を選択する場合） 

[FILES] 
DataFile = "FLASHER1.DAT" 
ConfigFile = "FLASHER1.CFG" 

 

• FLASHER.INI ファイル（ファームウエア 2 を選択する場合） 

[FILES] 
DataFile = "FLASHER2.DAT" 
ConfigFile = "FLASHER2.CFG" 

 

MSD モードを終了して、スタートボタンを押してターゲットフラッシュに「FLASHER.INI」 

ファイルで指定されたファームウエアの書き込みが出来ます。 

 

B) Flasher-ARM本体をRS232シリアルケーブルでパソコンに接続して、パソコン側のシリアルコンソールASCII

ターミナル（9600BPS/8Bit、Local Echo ON）を開きます。Flasher-ARM 本体をスタンドアロンモードに起

動すると、パソコン側のシリアルコンソールから Flasher-ARM の操作が可能です。シリアルコンソールから

「#SELECT <filename>」コマンドで、本体にダウンロードしたプログラム（ファームウエア 1、ファームウ

エア 2…）を選択します。 

「#SELECT FLASHER1」→ ファームウエア 1 を選択 

「#SELECT FLASHER2」→ ファームウエア 2 を選択 

「#SELECT」コマンドで選択したプログラムがデフォルトプログラムに設定されるので、いつでも本体

のボタン又はコンソールから「#AUTO」コマンドでターゲットボードのフラッシュ書き込みが出来ます。 
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8. パッチ（Patch）ファイルの書き込み 

スタンドアロンモードにおいて Flasher は、ユーザー指定パッチファイルでターゲットデータの内容に 

パッチを適用する機能をサポートしています。スタンドアロンモードでプログラミングプロセスを開始する前に、

Flasher は、本体ディスクに存在する「Patches.txt」ファイルを探します。「Patches.txt」ファイルにパッチ

コマンドが含まれています。 

「Patches.txt」パッチファイルが存在する場合、「Serial.txt」にある数値で指定された「Patches.txt」の行

番号のコマンドサイクルが実行されます（行番号は 0から始まります）。 

 

「Patches.txt」の各行は、各パッチの長さは最大 32 バイトで、4 パッチまで保持することができます。 

 

構文 

 

<NumPatches>==4 の場合、 

<NumPatches>,<Addr>,<NumBytes>,<Data>,<Addr>,<NumBytes>,<Data>,<Addr>, 
<NumBytes>,<Data>,<Addr>,<NumBytes>:<Data>¥r¥n 
 

各パッチラインは<Addr>,<NumBytes>:<Data>が含まれています各パラメータを記述したテーブルの下に検索し

てください。 

 

パラメータ 説明 

<NumPatches> このパッチラインのパッチの数を設定します。最大値は 4 パッチです。 

<Addr> 
パッチを適用するアドレスを記述します。 

値は 16 進数で設定します。 

<NumBytes> 
現在のパッチのバイト数です。 

最大値が 20H（10 進数で 32）です。 

<Data> 
パッチが適用されるデータを設定します。 

<Data>は常に 1 バイト当たり 2 文字として設定します。 

 

 ご注意点： 

すべての値は 16 進形式（16 進数）で設定してください。 

<Data>セクション項目の前に「,」 ではなく必ず「:」を設定してください。 

 

事例：） 

以下のサンプルセキュエンスでパッチコマンドの使用方法を説明します。 

Flasher 本体ディスクの「Patches.txt」ファイルに以下の行が記述されています。 

 

3,100025,3,AABBCC,100063,2,DDEE,100078,1,FF 

 

「Serial.txt」ファイルには「0」が記述されています。 

 

0 

 

これにより「Patches.txt」の 0 行のパッチコマンドが実行され、以下のようにパッチデータの書き込みが行わ

れます。 
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アドレス バイト数 データ 

0x100025 3 0xAA 0xBB 0xCC 

0x100063 2 0xDD 0xEE 

0x100078 1 0xFF 

 

 

 

 RS232 経由でのパッチサポート 

 

RS232ターミナルからASCIIコマンドを発行して1行のパッチコマンドサイクルは実行できます（「Patches.txt」

ファイルは不要です）。 

 

#AUTO PATCH <NumPatches>,<Addr>,<NumBytes>:<Data> 

 

「#AUTO」コマンドで書き込むメインイメージデータに加えて、指定パッチデータの書き込みも行います。 
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9. バッチ（Batch）モードプログラミング 

バッチプログラミング機能を使用してスタンドアロンモードで複数の書き込みセッション（例：同じ JTAG チェ

ーンでの複数ターゲットデバイスへの書き込み又は、同じターゲットに複数データファイルの書き込み）を連続

に実行することは可能です。 

Flasher ARM ではバッチプログラミングで連続に使用する書き込みセッションの数に制限はありません。 

 

以下、バッチプログラミング機能の設定手順を示します。 

 

① J-Flash プログラムの「File→Save flasher config file...」及び「File→Save flasher datafile...」 

メニューコマンドにて複数プロジェクトの CFG＋DAT ファイル（例：ファームウエア 1：FLASHER1.CFG・

FLASHER1.DAT、ファームウエア 2：FLASHER2.CFG・FLASHER2.DAT…）をローカルフォルダに用意します。 

 

② Flasher-ARM本体をMSDモードでパソコンに接続して、CFG及びDATファイル（FLASHER1.CFG・FLASHER1.DAT、

FLASHER2.CFG・FLASHER2.DAT…）を Flasher-ARM 本体ディスクにコピーします。 

 

③ MSD モードで Flasher-ARM 本体のディスク上の「FLASHER.INI」ファイルを編集してデフォルトプロジェク

トファイル名を指定します。「FLASHER.INI」ファイルが存在しない場合は以下の内容でファイルを作成して

ください。 

• FLASHER.INI ファイル（書き込み順：ファームウエア 1→ファームウエア 2） 

[BATCH] 
DataFile = "FLASHER1.DAT" 
ConfigFile = "FLASHER1.CFG" 
DataFile1 = "FLASHER2.DAT" 
ConfigFile1 = "FLASHER2.CFG" 

 

MSD モードを終了して、スタートボタンを押してターゲットフラッシュに「FLASHER.INI」ファイルで指定され

た書き込みセッションが実行されます。 

フラッシュ書き込み中にエラーが発生した場合はバッチプログラミングが中止されます。 

 

 ご注意点： 

Flasher ARM では「バッチプログラミング」と「複数イメージファイルサポート」機能は同時に使用するこ

とは出来ません。そのため、FLASHER.INI ファイルに[BATCH]コマンドを指定する場合は同時に[FILE]コマ

ンドの設定は出来ません。 
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使用例１）同じターゲットフラッシュに 2 つのイメージファイルを書き込む 

• 設定済みの J-Flash プロジェクトを開きます。 

• 「File→Save flasher config file...」メニューコマンドでコンフィグレーション設定ファイル

（DEFAULT.CFG）を保存します。 

• J-Flash プロジェクトにデータ１ファイル（ブートローダイメージ）を開きます。 

• 「File→Save flasher datafile...」メニューコマンドで DAT１ファイル（BOOT.DAT）を保存します。 

• J-Flash プロジェクトにデータ２ファイル（アプリケーションイメージ）を開きます。 

• 「File→Save flasher datafile...」メニューコマンドで DAT２ファイル（APP.DAT）を保存します。 

• Flasher-ARM 本体を MSD モードでパソコンにディスクとしてマウントして DEFAULT.CFG、BOOT.DAT、

APP.DAT ファイルを Flasher 本体にコピーします。 

• Flasher 本体ディスク上の「FLASHER.INI」ファイルを開きます。「FLASHER.INI」ファイルが存在しな

い場合は新規で作成します。内容でファイルに[BATCH]コマンドを指定します。 

[BATCH] 
DataFile = "BOOT.DAT" 
ConfigFile = "DEFAULT.CFG" 
DataFile1 = "APP.DAT" 
ConfigFile1 = "DEFAULT.CFG" 

 

 

使用例２）STM32F1 と STM32F4 のデュアルコア環境でコア毎のアプリケーションを書き込む 

• 設定済みの J-Flash プロジェクトを開きます。 

• 「File→Save flasher config file...」と「File→Save flasher datafile...」メニューコマンドで

STM32F1 用の CFG 及び DAT ファイル（STM32F1.cfg、F1DATA.dat）を保存します。 

• 「File→Save flasher config file...」と「File→Save flasher datafile...」メニューコマンドで

STM32F4 用の CFG 及び DAT ファイル（STM32F4.cfg、F4DATA0.dat、F4DATA1.dat）を保存します。 

Flasher-ARM 本体を MSD モードでパソコンにディスクとしてマウントして STM32F1.cfg、

F1DATA.dat、STM32F4.cfg、F4DATA0.dat、F4DATA1.dat ファイルを Flasher 本体にコピーします。 

• Flasher 本体ディスク上の「FLASHER.INI」ファイルを開きます。「FLASHER.INI」ファイルが存在しな

い場合は新規で作成します。内容でファイルに[BATCH]コマンドを指定します。 

[BATCH] 
DataFile = "F1DATA.dat" 
ConfigFile = "STM32F1.cfg" 
DataFile1 = "F4DATA0.dat" 
ConfigFile1 = "STM32F4.cfg" 
DataFile2 = "F4DATA1.dat" 
ConfigFile2 = "STM32F4.cfg" 
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10. プログラミングサイクル数の制限を設定 

Flasher は、スタンドアロンモードで書き込みを行うプログラミングサイクル数の制限機能をサポートします。

この機能を使用するには、現在のセットアップで行うプログラミングサイクル数を示す進数（符号無し 32 ビッ

ト整数）が記述された「Cntdown.txt」ファイルを Flasher 本体に配置してください。 

 

事例：） 

 

 
 

通常、この機能はオーソライズドフラッシュと組み合わせて使用されます。 

 

 ご注意点： 

「Cntdown.txt」ファイルのプログラミングサイクル数は書き込みが成功した場合のみ更新されます。失敗

したプログラミングサイクル数は、Cntdown.txt に影響されません。 

プログラミングサイクル数を制限する機能は V4 以下の Flasher ARM にサポートしておりません。 

 

 

 本体上の LED 表示について 

 

プログラミングサイクル数を制限する機能が使用される場合（「Cntdown.txt」ファイルが本体に存在する場合）

は、本体上の赤色 LED 表示の動作が少し異なります。 

残りのプログラミングサイクル数が 10 以下の場合は、 

・ 赤い Fail/error LED が 1 秒間点灯します。 

・ その後、5 Hz 周期で残りのプログラミングサイクル数回分 LED がトグル/点滅します。例えば、残りは 5 サ

イクルの場合は 5 回点滅します。 
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11. シリアル番号プログラミングの設定 

Flasher は、スタンドアロンモードで以下 2 通りの方法でターゲット装置にシリアル番号の書き込みをサポート

します。 

 J-Flash プロジェクトの指定番号から連続にインクリメントしてシリアル番号（サイズ：1～4バイト）を書

き込みます。スタート番号、インクリメントサイズ、シリアル番号サイズ及びアドレスを J-Flash プロジェ

クトにて設定可能です。 

 Flasher 本体にロードされているシリアル番号リストファイルに従ってカスタムシリアル番号を書き込み

ます。シリアル番号リストファイル内のスタート番号を示す行番号、インクリメントする行数、シリアル番

号サイズ及びアドレスを J-Flash プロジェクトにて設定可能です。シリアル番号リストファイルの作成・指

定はユーザーにて行います。 

 

 ご注意点： 

現在、シリアル番号プログラミング機能はスタンドアロンモードの場合のみ使用可能です。 

 

 シリアル番号の設定 

 

J-Flash プロジェクト設定ダイログの「Program serial number」項目オプションにチェックを入れて、以下の

画面のようにスタンドアロンモードでシリアル番号のプログラミング操作に必要なコンフィグレーション設定

を行います。 
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設定項目名 解説 

Address シリアル番号を保存する先のアドレス値を指定します。 

 

Len シリアル番号のデータサイズ（バイト数）を設定します。 

 

シリアル番号リストファイルを使用しない場合： 

1～4 バイトのシリアル番号は指定可能です。Len 項目に「8」が設定されている場合は、

指定アドレスにシリアル番号に加えてそのシリアル番号の補数も書き込みます。 

 

シリアル番号リストファイルを使用する場合： 

リストファイルから Len 項目に指定されているバイト数のシリアル番号を読み出します。

リストファイルに Len 項目値より短いサイズのシリアル番号が設定されている場合は、シ

リアル番号の残りのデータを補数値ではなく「0」に設定します。 

 

Next SN シリアル番号リストファイルを使用しない場合： 

「Next SN」項目は、次にフラッシュへ書き込むシリアル番号の値を示します。 

フラッシュメモリに保存するシリアル番号のメモリバイトオーダーはリトルエンディア

ンとなります。 

 

シリアル番号リストファイルを使用する場合： 

「Next SN」項目は、次に書き込むシリアル番号が指定されている、リストファイル内の

行番号を示します。リストファイルの初めの行からシリアル番号を書き込む場合は、「Next 

SN」項目に「0」を設定してください。 

 

Increment 「Next SN」項目値のインクリメント数を設定します。 

 

 

 シリアル番号ファイル 

 

J-Flash ツールの「File→Download serial number file to Flasher」メニューコマンド実行により、

「<JFlashProjectName>.jflash」プロジェクトファイルと同じフォルダに J-Flash プロジェクト設定の内容を

ベースに「Next SN」項目値を指定した「 <JFlashProjectName>_Serial.txt 」ファイルが作成されます。この

シリアル番号ファイルは Flasher 本体ディスクに「 SERIAL.TXT 」ファイルとして保存されます。 

シリアル番号ファイルは ASCII エンコードデータファイルでユーザーにて編集可能です。 

 

 シリアル番号リストファイル 

 

連続にインクリメントする 1～4 バイト数のシリアル番号の標準設定方法とは別に、シリアル番号リストファイ

ルにて不連続式のシリアル番号のカスタム設定方法もサポートします。 

「File→Download serial number file to Flasher」メニューコマンド実行の時に J-Flash ツールがプロジェク

ト フ ァ イ ル 「 <JFlashProjectName>.jflash 」 と 同 じ フ ォ ル ダ で シ リ ア ル 番 号 リ ス ト フ ァ イ ル

「 <JFlashProjectName>_SNList.txt 」を探します。このリストファイルが存在する場合は、Flasher 本体ディ

スクに「 SNList.TXT 」ファイルとして保存されます。 

ユーザー側で作成するシリアル番号リストファイル「 <JFlashProjectName>_SNList.txt 」の構文は以下の通り

です。 

・ 1 行に 1 つのシリアル番号を記述します。 

・ シリアル番号の各バイトは 2 桁の 16 進数で記述します。 

事例：） 

以下、「0x08000000」アドレスに 8バイト数のシリアル番号をプログラムする（書き込む）場合の事例を示しま
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す。 

シリアル番号のスタート値： 0102030455667788 
フラッシュメモリ上の配置： 0x08000000: 0x01 0x02 0x03 0x04 0x55 0x66 0x77 0x88 
 

シリアル番号リストファイル： 

 
 

シリアル番号リストファイルの行ごとに読み込むバイト数は、J-Flash プロジェクト設定ダイログの「Program 

serial number」項目の「Len」オプションで設定します。 

 

次のプログラミングサイクルで書き込むシリアル番号が記述されている行番号は、J-Flash プロジェクト設定ダ

イログの「Next SN」項目で設定します。リストファイルの初めの行からシリアル番号を書き込む場合は、「Next 

SN」項目に「0」を設定してください。 

 

 ご注意点： 

リストファイルに Len 項目値より短いサイズのシリアル番号が設定されている場合は、シリアル番号の残りのデ

ータを「0」に設定されます。 

また、リストファイルに Len 項目値より長いサイズのシリアル番号が設定されている場合は、Len サイズ以降の

残りのバイトデータが無視されます。 
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 シリアル番号プログラミングプロセス 

 

書き込み成功する各プログラミングサイクル後に、Flasher は、「SERIAL.TXT」のシリアル番号を「Increment」

項目で定義された値だけインクリメントします。各プログラミングサイクル後に、「SERIAL.TXT」のシリアル番

号情報を記録して Flasher 本体上の「FLASHER.LOG」ログファイルが更新されます。 

 

 ご注意点： 

シリアル番号プログラミング機能は無効に設定されている場合も、「SERIAL.TXT」のシリアルのシリアル番号が

インクリメントされます。J-Flash プロジェクトにてシリアル番号プログラミング機能を有効に設定しない限り、

ターゲットフラッシュにシリアル番号の書き込みを行いません。 

 

 

 Flasher にシリアル番号ファイルのダウンロード 

 

Flasher 本体にシリアル番号ファイルをロードする際は、J-Flash ツールの「File→Download serial number file 

to Flasher」メニューコマンドを実行してください。 

 

 ご注意点： 

「File→Download config & data file to Flasher」メニューコマンドでは J-Flash プロジェクトのコンフィグ

レーション設定及びデータファイルが Flasher 本体にロードされますが、シリアル番号ファイルは本体ディスク

にロードされません。 

 

 

 サンプル事例 

 

以下の簡単なサンプルでシリアル番号プログラミングの設定方法を解説します。 

1234567（0x12D687）で始まる 4 バイト数のシリアル番号を 0x08001000 アドレスにプログラミングします。 

 

Step-1：パラメータの設定 
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パラメータ 設定値 解説 

Address 08001000 アドレス→ 0x08001000 

Next SN 1234567 1234567 (0x12D687) 

Increment 1 1 バイト 

Len 4 4 バイト 

 

Step-2：コンフィグレーション設定、データ及びシリアル番号のダウンロード 

 

J-Flash プロジェクトに必要なコンフィグレーション設定（ターゲット I/F、フラッシュ構成等）、データファイ

ルの設定後に、J-Flash ツールの以下のメニューコマンドでコンフィグレーション設定値、データ及びシリアル

番号を Flasher 本体にダウンロードします。 

・File → Download config & data file to Flasher 
・File → Download serial number file to Flasher 
 

 
 

シリアル番号を Flasher へロードする時に、J-Flash ツールは「 <JFlashProjectName>_Serial.txt 」ファイル

を作成します。 
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12. セキュア（オーソライズド）モードの設定 

ハードウェアバージョン４以降のFlasher ARM は、MSDモードでマウントした場合やRS232ターミナルでの ASCII

コマンドで本体ディスクに保存されているデータの盗み出しが出来ないオーソライズド（セキュア）フラッシュ

書き込み機能をサポートします。社外や海外の工場での生産書き込みの場合は、オーソライズドモードはより安

心です。 

セキュアエリアの作成・追加 

デフォルトでは、Flasher 本体はすべてのディスク領域はパブリックエリアとして設定された状態（MSD や RS232

ターミナルから本体のディスク全体がアクセス可能）で出荷されます。オーソライズドモードの設定には、セキ

ュアエリア「secure area」の作成・設定が必要です。オーソライズドモードを設定しますと、Flasher 本体デ

ィスクの半分の領域（現在のモデルは 64MB まで）はセキュアエリアとしてリザーブします。 

セキュアエリアを削除しますとすべてのディスク領域はパブリックエリアと設定します。 

J-Link ソフトウェアパッケージの「J-Link Commander」ツールから以下のコマンドでセキュアエリアの作成及

び削除は可能です。 

 securearea create 
 securearea remove 
 

 
 

 ご注意点： 

セキュアエリアの作成及び削除を行う場合は、Flasher 本体に保存されているコンフィグレーションプロジ

ェクト設定及びデータファイルが削除されますのでデータを事前にバックアップしてください。 
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データのセキュア化 

コンフィグレーション設定及びデータファイルをセキュアエリアにコピーする前に必ず事前にスタンドアロン

モードでフラッシュ書き込み動作を確認してください。動作確認後に、以下の順でコンフィグレーション設定及

びデータファイルをセキュアエリアに移動します。 

 

 Flasher 本体を MSD モードでパソコンに接続します。 

 

 
 

 パソコンにマウントされた Flasher 本体ディスクに「_SECURE」フォルダを作成します。 

 セキュア化するコンフィグレーション設定及びデータファイルを「_SECURE」フォルダに移動します。 
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 Flasher 本体を再起動します（MSD モードで再起動しますとデータはセキュアエリアにまだ移動されません

のでご注意ください）。再起動後にデータがセキュアエリアに移動されます。移動処理完了後に Flasher 本

体の Power/Ready LED を点灯します。セキュアエリアに移動するデータサイズにより Flasher 本体の

Power/Ready LED の点灯まで少し時間がかかります。データがセキュアエリアに移動されますと Flasher 本

体のパブリックエリアからデータ及び「_SECURE」フォルダが削除されます。その後、Flasher はスタンド

アロンモードで操作可能です。 

 

 

セキュアモード操作の注意事項 

 通常のスタンドアロンモード操作での複数イメージファイルサポート、パッチファイルサポート等の機能は

オーソライズドモードでも使用可能です。 

 セキュアエリアに移動されたデータを本体から読み出すことは出来ません。オーソライズドモードで動作す

る場合であっても、操作ログファイル「FLASHER.LOG」だけはパブリックエリアに配置され、更新されま

す。 

 パブリックエリアに「FLASHER.LOG」ログファイル以外に他のファイルやフォルダが作成された場合は、

オーソライズドモードでのスタンドアロンモード操作が失敗します。その際、エラー情報が「FLASHER.LOG」

ログファイルに記述されます。Flasher-ARM の場合は、TELNET/RS232 コンソール上にエラーログが表示され

ます。 

 パブリックエリアからセキュアエリアへのファイル移動は、何度も行うことができます。セキュアエリアに

データ（ファイス数）が移動される度、最初にセキュアエリアのすべての内容は消去されます。 
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13. CRC チェックサム表示について 

Flasher ツールは、チェックサム計算は「CRC32-CCITT」式を使用します。 

CRC チェックサム方法について以下 URL の情報をご参照ください。 

https://wiki.segger.com/CRC_calculation 

https://wiki.segger.com/CRC 

 

CRC32-CCITT polynomial 
Normal form: 0x04C11DB7 

Reversed form: 0xEDB88320 

 

J-Flashプロジェクトで選択されているすべてのセクタアドレス空間のデータに対してCRCチェックサムを計算

します。選択されているセクタアドレス空間範囲で、書き込み対象アプリケーションデータイメージの未定デー

タ及び未使用アドレス空間のデータは「0xFF」として計算します。 
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J-Flash ツールでの CRC 表示 

J-Flash プロジェクトにアプリケーションイメージデータファイルをロードする時に、ログウインドウに以下の

ようにイメージファイルの CRC 結果が表示されます。 

 

 
 

J-Flash ツールにはチェックサム値の出力用メニューコマンドはありません。 

 

J-Flash ツールのターゲットメニュー「Target → Manual Programming → Program & Verify」コマンドを実行

しますと、Verify 結果ダイアログボックス及びログウインドウに書き込んだデータの全フラッシュセクタ領域

の CRC 計算結果が表示されます。 
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スタンドアロンモードでの CRC 表示 

「File→Download config & data file to Flasher」コマンドで、Flasher ARM をスタンドアロンモードに設定

する時に以下のようにFlasher本体にロードするCFG、DATファイルのCRC値はLOGウインドウに表示されます。 

 

 
 

 
 

Flasher 本体に保存する DAT ファイル（FLASHER.DAT 等）はユーザーアプリケーションデータ以外にフラッシュ

書き込み用アルゴリズムコードデータ及びタイムスタンプ情報も含まれています。そのため、J-Flash ツールの

「Program & Verify」ターゲットメニューコマンドで表示される CRC 値と DAT ファイルの CRC 値は異なります。 

 

スタンドアロンモードで RS232 コンソールから「#FCRC」コマンドで Flasher 本体に保存されているデータファ

イル（DAT、CFG ファイル）の CRC チェックサム値の確認は可能です。 
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また、以下の手順で書き込みコマンド毎にログファイルに DAT ファイルの CRC 値を記録する設定は可能です。 

 

Flasher ARM 本体を MSD モードでパソコンに接続して、ディスクフォルダを開きます。 

Flasher 本体ディスクの「FLASHER.INI」ファイルをテキストエディタで開き、 

以下のように「ShowDatCRCAfterProgramming = "1"」コマンドを設定した CONFIG 項目を追加します。 

 

[CONFIG] 
ShowDatCRCAfterProgramming = "1" 

 

ディスクに「FLASHER.INI」ファイルが存在しない場合は、新規の「FLASHER.INI」ファイルを作成して、 

以下のように FILES と CONFIG 項目を追加します。 

 

[FILES] 
DataFile = "FLASHER.DAT" 
ConfigFile = "FLASHER.CFG" 
 
[CONFIG] 
ShowDatCRCAfterProgramming = "1" 

 

 
 

 
 

スタンドアロンモードでのフラッシュ書き込みコマンド実行後に正常に終了しました書き込みサイクルのログ

に DAT ファイルの CRC 値も記録されます。 
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スタンドアロンモードのログファイルの確認方法 

Flasher ARM 本体を MSD モードでパソコンに接続して、ディスクフォルダを開きます。 

本体ディスクに保存されている「FLASHER.LOG」ファイルをテキストエディタで開き、ログ内容を確認します。 
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